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Ⅱ　M 重点小学校と G 一般小学校の生徒の保護者の比較
1．M 重点小学校と G 一般小学校の概要
　M 重点小学校は北京市の東城区に所属する「重点小学校」の一つである。2016年に M 重点小学校
の入学条件は「2009年9月1日から2010年8月31日の間に，子供が満6才かつ保護者が北京市東城
区の正式常住戸籍及び東城区の不動産所有権証明書を保有していること」である。そして，保護者




指定された入学範囲は北京市の Q 地区（Q 街道）と C 地区（C 街道）で，この地区の住宅の平均価格
は1平米当たり約150万円以上（円換算レート100円＝6元で計算）であった。
　G 一般小学校は M 重点小学校と同じく北京市東城区にある小学校である。G 一般小学校の学区
も M 重点小学校と同じように指定されていた。G 一般小学校が指定した入学範囲は北京市の Y 地
区（Y 街道）であった。子供の保護者が Y 地区（Y 街道）の所属した住宅の所有証明を持ち，Y 地区（Y
街道）に居住していることを証明できることは G 一般小学校に入学するのに必須の条件であった。
Y地区（Y街道）の住宅の平均価格は1平米当たり約103万円（円換算レート100円＝6元で計算）であっ










（1）M 重点小学校と G 一般小学校の保護者の格差の比較
　表1，表2，表3はアンケート調査の結果により作成された集計表である。それぞれの表は M 重点
小学校と G 一般小学校の保護者の年収入，学歴，社会階層の回答数を示している。












年報01張奇・李仁子氏1C_四[3-18].indd   4 2019/12/13   18:56:59
―　　―5
 東北大学大学院教育学研究科研究年報　第68集・第1号（2019年）




　分布の比較により，M 重点小学校の保護者は G 一般小学校の保護者より高い収入，学歴を持ち，
高い社会階層に属する傾向がある。
（2）「学区房」購入の保護者と未購入の保護者の格差の比較





























































表2　M 重点小学校と G 一般小学校の保護者の学歴のクロス集計表























































































































































































































































































































　ところで，M 重点小学校の「学区房」未購入の保護者と G 一般小学校の保護者の年収入，学歴，
社会階層の三つの項目それぞれの関係性をカイ二乗検定したが，有意義な結果は得られなかった












保護者 年齢 性別 職業 学歴 年収入 子供の学校
王 38才 女 会計 大学卒 200万円以下 「重点小学校」
謝 42才 女 企業の上層管理職 学院卒 400-600万円 「重点小学校」
韓 40才 男 IT 企業の中層幹部 大学卒 400-600万円 「重点小学校」
劉 34才 女 銀行職員 大学卒 200-400万円 「重点小学校」
杜 40才 男 部長 大学卒 800-1000万円 「重点小学校」
安 38才 女 会社員 大学卒 400-600万円 「重点小学校」
嘉 37才 女 会社員 大学卒 400-600万円 「重点小学校」
秦 42才 男 大学講師 院生卒 200-400万円 一般小学校
徐 34才 女 会社員 大学専科卒 200-400万円 一般小学校
李 36才 男 警察官 大学卒 200-400万円 一般小学校
孫 38才 男 建築労働者 高校卒 200万円以下 一般小学校
吴 40才 女 事務員 高校卒 200万円以下 一般小学校
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「学区房」から見る中国義務教育の格差
 One of the necessary conditions for admission to a public elementary school in China under 
the Compulsory Education Act of the People's Republic of China since 1986 was "nearby 
enrollment policy" . That is, owning a house in the school district.  Under this policy,  in the 
vicinity of key primary schools， the price of key primary school district houses has soared in 
recent years and is becoming a problem at the Chinese Compulsory Education Stage.
 In this study, based on the admission situation of elementary schools in China, we focused on 
the disparity in the compulsory education stage from the "school district houses".  For the 
"Primary Elementary School" in Beijing, China and parents of current elementary school students 
questionnaire survey and interviews were conducted regarding the"school district houses".
 As a result, compulsory education disparity has seen. Disparities in income, education , and 
social class between the parents who purchased at the "school district houses" of the "primary 
elementary school" and other parents. In addition to the disparity, there were three changes in 
moving to the school district: changes in the living environment of the parents, changes in the 
parents' work and commuting time, neighborhood relationships and changes in the community. 
In addition, the "school district houses" was considered to be one of the factors that make 
children's compulsory education different and differentiated the choice of Chinese parents for 
compulsory education for children.
Keywords："school district houses"，social class，compulsory education disparity
Compulsory Education Disparity In China As Seen From The 
"School District Houses"：
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